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目
的
と
判
定

　
シ
ド
ニ
ー
へ
は
、
医
療
制
度
の
視
察
に

こ
の
４
年
間
で
３
回
行
き
ま
し
た
。
美
し

い
町
で
す
。

　
シ
ド
ニ
ー
は
日
本
と
時
差
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
を
堪

能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女
性
上
位

時
代
を
反
映
す
る
日
本
の
成
績
で
し
た
。

　
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
、
ク
ー
ベ
ル

タ
ン
男
爵
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
と
し

て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
と
参
加
す
る
こ

と
の
意
義
を
唱
え
た
と
、
小
学
校
時
代
に

習
い
ま
し
た
。
当
時
か
ら
、
ス
テ
ー
ト
ア

マ
（
共
産
圏
の
職
業
ス
ポ
ー
ツ
選
手
）
、
企

業
ス
ポ
ー
ツ
選
手
等
に
不
公
正
さ
を
感
じ

た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
共
産
圏
の

崩
壊
と
共
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
参
加

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
は
正
真
正
銘
の
世
界
一
を
競
う
種
目
で

あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
制
限
付
き
の

種
目
も
あ
り
ま
す
。
競
技
団
体
毎
の
利
害

が
見
え
隠
れ
し
ま
す
。
最
終
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ
を
選
定
し
た
よ
う

に
、
政
治
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
も
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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周
囲
の
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
に
せ

よ
、
各
選
手
は
、
国
の
た
め
で
は
な
く
、
自

分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
戦
っ
た
は

ず
で
す
。
結
果
と
し
て
、
日
の
丸
掲
揚
を

決
め
、
満
面
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
あ
る
い

は
涙
を
流
す
選
手
が
い
ま
し
た
。
一
番
感

心
し
、
か
つ
感
激
し
た
の
は
、
「
最
高
で

金
、
最
低
で
も
金
」
と
宣
言
し
た
う
え
で
、

そ
れ
を
達
成
し
た
柔
ち
ゃ
ん
こ
と
田
村
亮

子
選
手
で
す
。
そ
の
自
信
と
精
神
力
は
正

に
プ
ロ
で
す
。
監
督
コ
ー
チ
ト
レ
ー
ナ
ー

付
き
で
、
厳
し
い
条
件
の
ボ
ル
ダ
ー
合
宿

で
、
自
信
と
余
裕
を
見
せ
た
Ｑ
ち
ゃ
ん
こ

と
高
橋
尚
子
選
手
も
ま
た
、
「
こ
の
時
代

に
生
き
た
証
を
残
し
た
い
」
と
発
言
す
る

な
ど
立
派
な
プ
ロ
で
す
。

　
「
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
勝
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
「
後
輩
と
走
れ
て
嬉

し
い
。
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
い
う
発
言
は
ア
マ
チ
ュ
ア
い
や
甘

ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
。
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
を
持
つ
選
手

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
誤
判
定
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
損
な
っ
た

柔
道
の
選
手
も
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
を
見
た

わ
た
く
し
は
、
き
ち
ん
と
勝
て
な
い
こ
と

が
弱
い
の
で
あ
る
と
評
論
し
て
家
族
の
ひ

ん
し
ゅ
く
を
買
い
ま
し
た
が
、
選
手
本
人

の
「
弱
か
っ
た
の
で
す
」
と
い
う
言
葉
に

そ
の
す
ご
さ
が
窺
わ
れ
ま
し
た
。
次
回
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
、
一
途
に
優
勝
を

目
指
す
経
過
、
選
手
の
周
囲
を
含
め
た
歴

史
の
報
道
は
、
さ
ら
に
興
味
深
く
楽
し
め

ま
し
た
。

　
ⅢⅢⅢⅢⅢ
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保保保保保
険険険険険
制制制制制
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本
年
四
月
に
介
護
保
険
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
六
月
の
国
会
議
員
選
挙
を

控
え
て
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
（
一

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
支
払
は
全
額
猶

予
と
な
り
ま
し
た
。
十
月
か
ら
は
半
額
猶

予
、
来
年
十
月
か
ら
は
全
額
支
払
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
低
所
得
者
に
関
し
て
は
、

保
険
料
を
補
助
し
、
保
険
料
支
払
を
猶
予

す
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
厚
生
省
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
こ
と

な
る
の
は
不
公
平
で
あ
り
、
望
ま
し
く
な

い
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
徴
収
は

地
方
自
治
体
の
業
務
で
あ
る
の
で
自
治
体

に
よ
る
違
い
が
生
じ
る
予
定
で
す
。

保
険
料
の
自
己
負
担
が
な
い
、
あ
る
い
は
、

半
額
だ
か
ら
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
早
計
で

す
。
国
が
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
が
保

険
料
を
払
う
代
わ
り
に
税
金
で
払
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
区
市
町
村
等
の
地
方
自
治
体

も
事
務
処
理
方
法
の
頻
回
の
変
更
な
ど
、

あ
る
意
味
で
は
被
害
者
と
い
え
ま
す
。

　
保
険
料
を
支
払
え
ば
、
自
分
が
必
要
な

時
に
、
必
要
な
だ
け
介
護
を
受
け
ら
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
医

（
主

治
医
）
の
意
見
書
と
共
に
、
申
請
書
を
提

出
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
よ
る
判
断

の
基
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
介
護
度
の

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ⅡⅡⅡⅡⅡ
　　　　　
練練練練練
馬馬馬馬馬
区区区区区
ののののの
病病病病病
院院院院院
将将将将将
来来来来来
構構構構構
想想想想想

　　
練
馬
区
病
院
構
想
最
終
報
告
書
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
中
間
報
告
と
ほ
ぼ
同
じ
内

容
で
す
。
十
二
月
が
、
区
か
ら
都
に
対
し
て

計
画
案
の
提
出
期
限
で
す
。
議
会
で
は
、
医

療
問
題
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
主
体
選
定
委
員

会
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
当
院
で
は
、

最
終
報
告
書
を
受
け
て
、
慶
應
義
塾
大
学

の
支
援
を
受
け
て
、
再
度
、
区
に
対
し
て
受

け
皿
に
な
る
こ
と
を
申
し
入
れ
い
た
し
ま
し

た

（
詳
細
は
別
記
）
。
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2 1 .3 %

1 3 .4 %

2 5 .7 %

2 4 .9 %

2 4 .5 %

1 8 .2 %

2 9 .0 %

2 5 .9 %

2 8 .3 %

3 2 .1 %

3 5 .2 %

3 9 .0 %

4 3 .7 %

4 5 .2 %

3 9 .7 %

3 9 .4 %

3 7 .8 %

3 8 .7 %

1 3 .8 %

6 .0 %

5 .5 %

3 .6 %

2 .1 %

4 .1 % 0 .0 %

0 .4 %

0 .0 %

0 .7 %

1 .7 %

0 .0 %
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病 院 の 清 潔 度病 院 の 清 潔 度病 院 の 清 潔 度病 院 の 清 潔 度
n = 3 0 0n = 3 0 0n = 3 0 0n = 3 0 0

待 合 室 に つ い て待 合 室 に つ い て待 合 室 に つ い て待 合 室 に つ い て
n = 2 9 0n = 2 9 0n = 2 9 0n = 2 9 0

受 付 シ ス テ ム受 付 シ ス テ ム受 付 シ ス テ ム受 付 シ ス テ ム
n = 2 7 2n = 2 7 2n = 2 7 2n = 2 7 2

医 療 の 質 ・内 容医 療 の 質 ・内 容医 療 の 質 ・内 容医 療 の 質 ・内 容
n = 2 4 9n = 2 4 9n = 2 4 9n = 2 4 9

医 療 機 器 の 整 備医 療 機 器 の 整 備医 療 機 器 の 整 備医 療 機 器 の 整 備
n = 2 3 3n = 2 3 3n = 2 3 3n = 2 3 3

病 院 全 体 の 評 価病 院 全 体 の 評 価病 院 全 体 の 評 価病 院 全 体 の 評 価
n = 2 6 9n = 2 6 9n = 2 6 9n = 2 6 9
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大きな総合病大きな総合病大きな総合病大きな総合病
院だから院だから院だから院だから
22.8%22.8%22.8%22.8%

医療設備が医療設備が医療設備が医療設備が
十分に整って十分に整って十分に整って十分に整って
いるいるいるいる
11.8%11.8%11.8%11.8%

良い医師がい良い医師がい良い医師がい良い医師がい
ると聞いたると聞いたると聞いたると聞いた
11.2%11.2%11.2%11.2%

医院、診療所か医院、診療所か医院、診療所か医院、診療所か
ら紹介されたら紹介されたら紹介されたら紹介された
6.0%6 .0%6 .0%6 .0%

他の病院の他の病院の他の病院の他の病院の
医師から紹介医師から紹介医師から紹介医師から紹介
されたされたされたされた
5.6%5.6%5.6%5.6%

知っている医知っている医知っている医知っている医
師がいる師がいる師がいる師がいる
5.1%5.1%5.1%5.1%

その他その他その他その他
6.9%6.9%6.9%6.9%

家が近いから家が近いから家が近いから家が近いから
28.7%28.7%28.7%28.7%

「外来ｱﾝｹｰﾄ」 集計結果報告

　当院を利用した理由　

　　　　　　（ ｎ３３０　複数回答）

　7月 11 日と13 日（午前中）の2日間、外来患者さんを対象に『外来アンケート』を実施いた

しました。アンケート集計結果の一部をご紹介いたします。

　当院では、アンケートなどによって皆さまからのご意見をお伺いし、医療の質の向上と改善を

行い、安心してかかれる病院にしたいと考えています。今後とも皆様のご協力とご理解を宜しく

お願いいたします。

　病院の印象　
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　　ご協力ありがとうございました。

　次回のアンケート調査は、

　　来年２月を予定しております。

　結果は、 本誌で紹介いたします。

　職員の応対ぶり　
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練
馬
区
病
院
構
想
最
終
報
告

事
務
長

　
大
石
　
洋
司

　
練
馬
区
新
病
院
構
想
が

　
　
　
い
よ
い
よ
具
体
的
に

　
　
　
　
　
　
動
き
出
し
ま
し
た
。

【
練
馬
区
に
新
病
院
を
、
経
緯
説
明
】

　　
す
で
に
当
誌
で
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た

よ
う
に
、
平
成
十
一
年
十
二
月
に
練
馬
区

病
院
構
想
策
定
懇
談
会
（
清
水
良
男
会

長
）
「
練
馬
区
内
に
お
け
る
新
た
な
病
床

の
確
保
策
に
つ
い
て
」
の
中
間
報
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
十
二
年
七
月
に
そ

の
最
終
報
告
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
間
報
告
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
練

馬
区
の
病
床
数
は
人
口
十
万
人
当
た
り
二

百
六
十
床
と
二
十
三
区
平
均
の
三
分
の
一

以
下
の
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
入
院
の

約
七
十
％
が
区
外
の
医
療
機
関
を
利
用
す

る
状
態
と
い
わ
れ
、
練
馬
区
に
地
域
医
療

を
担
う
中
核
的
な
病
院
を
建
設
す
る
こ
と

は
緊
急
の
課
題
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
区
、

区
議
会
、
区
民
が
一
体
と
な
り
東
京
都
に

新
し
い
病
院
建
設
に
つ
い
て
要
請
し
て
き

ま
し
た
。

　
平
成
十
年
十
二
月
に
改
定
さ
れ
た
東
京

都
保
健
医
療
計
画
で
、
新
た
に
病
院
を
建

築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
練

馬
区
病
院
構
想
策
定
懇
談
会
の
最
終
報
告

は
、
こ
の
東
京
都
が
求
め
て
い
る
病
院
の

具
体
的
な
開
発
計
画
に
答
え
る
も
の
で

す
。

【
地
域
医
療
確
保
に
向
け
て
　
　
　

 

こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
の
モ
デ
ル
】

　

 

地
域
医
療
確
保
に
向
け
て
、
す
で
に
台

東
区
に
お
い
て
同
様
の
例
が
あ
り
ま
す
。

　
区
と
地
元
病
院
の
連
携
に
よ
る
新
病
院

建
設
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
病
床
数
不
足
を
確
保
す
る
た
め
に
区
内

の
老
朽
化
し
た
永
寿
総
合
病
院
を
移
転
新

築
す
る
も
の
で
す
。
地
域
の
病
院
は
地
域

自
ら
の
努
力
で
確
保
し
よ
う
と
す
る
試
み

で
す
。
東
京
都
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

医
療
確
保
の
モ
デ
ル
と
高
く
評
価
し
て
い

ま
す
。

【
慶
応
義
塾
大
学
病
院
の
支
援
】

 

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、
当
院
も
平

成
十
二
年
三
月
と
八
月
の
二
回
、
練
馬
区

に
対
し
て
、
新
病
院
の
受
け
皿
と
な
る
こ

と
を
申
し
入
れ
い
た
し
ま
し
た
。

　
練
馬
総
合
病
院
は
慶
応
義
塾
大
学
病
院

関
連
病
院
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
同
大
学

病
院
と
深
い
交
流
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
当
院
の
飯
田
修
平
院
長
は
慶
応
義
塾
大

学
病
院
関
連
病
院
長
会
の
常
任
理
事
を
務

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
看

護
短
期
大
学
の
実
習
を
毎
年
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
こ

の
た
び
新
病
院
に
向
け
て
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
の
再
な
る
支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
田
院
長
が
慶

応
義
塾
大
学
医
学
部
の
客
員
教
授
に
就
任

し
、
清
水
謙
一
副
院
長
、
柳
川
達
生
内
科

科
長
が
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
そ
の
支
援

を
さ
ら
に
強
固
に
し
て
い
ま
す
。

【
公
益
性
の
高
い
病
院
を
】

　
最
終
報
告
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で

す
。
一
．
新
病
院
は
、
練
馬
光
が
丘
病
院
と
並

ぶ
公
的
で
高
度
な
機
能
と
目
的
を
も
っ
て

運
営
さ
れ
る

二
． 

区
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
二
．
五
次
の
救
急
医
療
機
能
を

持
つ

三
． 

練
馬
区
医
師
会
を
は
じ
め
区
内
の
医

療
機
関
と
の
医
療
連
携
の
核
と
な
る
機
能

を
有
す
る

四
． 

設
置
方
法
及
び
運
営
形
態
に
つ
い
て

は
い
く
つ
か
の
形
式
が
考
え
ら
れ
る
が
、

誘
致
方
式
が
最
も
現
実
的
な
方
法
で
あ

る
。
そ
し
て
誘
致
先
は
公
益
性
の
高
い
法

人
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
は
、
す
で
に
、
何
度
か

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
民
法
第

三
十
四
条
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
公
益
法

人
で
す
。
敬
老
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
地

元
の
医
療
機
関
と
の
夜
間
勉
強
会
、
外
国

か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
、
そ
の
他
多

く
の
公
益
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
同
時
に
、M

Q
I

（M
e
d
i
c
a
l
 
Q
u
a
l
i
t
y

Improvement

）医
療
の
質
向
上
活
動
を
通

し
て
全
国
的
に
も
有
名
な
病
院
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
練
馬
区
内
で
唯
一
、
財
団
法
人

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
認
定
病
院
で

す
。
新
病
院
建
設
に
参
加
し
、
練
馬
区
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
作

り
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
職
員
一
同

思
っ
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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「敬老の日」

講演会を開催して

　
九
月
六
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら
練
馬

公
民
館
に
於
い
て
「
敬
老
の
日
」
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
演
会
は
、
練
馬
区
介
護
保

険
課
長
　
安
江
松
児
氏
に
よ
る
「
練
馬
区

に
お
け
る
介
護
保
険
の
手
続
き
と
現
状
」、

続
い
て
練
馬
区
医
師
会
副
会
長
森
口
隆
一

郎
氏
か
ら
「
主
治
医
の
意
見
書
及
び
認
定

審
査
会
の
活
動
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い

た
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
飯
田
院
長
の
司
会
に
よ
り
、

病
気
と
の
つ
き
あ
い
方
を
テ
ー
マ
に
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は

患
者
さ
ん
代
表
河
合
　
昇

氏
、
当
院
の
五
味
副
院

長
、
在
宅
医
療
の
成
田
看

護
婦
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
発
表
を
行
い
、
討

議
し
ま
し
た
。
当
日
は
台

風
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
青
空
が
広
が
り

多
く
の
区
民
の
方
が
参
加

さ
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し

て
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
を
お

借
り
し
、
当
院
の
専
門
職

員
に
よ
る
、
自
己
血
糖
測

定
法
の
実
技
講
習
、
服
薬

相
談
、
医
療
福
祉
相
談
、

栄
養
相
談
、
在
宅
医
療
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多

数
の
方
か
ら
相
談
を
受
け

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
区
民
の
皆
さ

ま
の
健
康
に
寄
与
で
き
る

よ
う
な
講
演
会
等
を
企
画

し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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栄養科科長

　秋山　安史

『栄養科です』
～　栄養科　～

　
治
療
の
一
環
と
し
て
、
食
事
を
作
る
栄

養
科
は
、
地
下
一
階
に
あ
り
ま
す
。
人
員

構
成
は
、
管
理
栄
養
士
四
名
、
栄
養
士
三

名
、
調
理
師
九
名
、
調
理
員
一
名
に
パ
ー

ト
一
名
を
加
え
た
計
一
八
名
で
す
。

　
朝
六
時
半
よ
り
夕
方
七
時
半
ま
で
稼
動

し
、
一
日
平
均
七
〇
〇
食
前
後
の
食
事
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
治
療
の
た
め
の
食
事
で
あ
る
以
上
、
患

者
さ
ん
に
一
口
で
も
美
味
し
く
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
色
々
な
創
意

工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
毎
月
の
嗜
好

調
査
を
も
と
に
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
メ
ニ
ュ
ー
作
り
や
、
季
節
ご
と
の
行
事

食
に
は
、
心
を
込
め
た
手
作
り
カ
ー
ド
を

添
え
て
、
楽
し
く
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
栄
養
科
職
員
皆
で
、
直
接
ベ
ッ

ド
サ
イ
ド
に
お
伺
い
し
、
病
状
、
嗜
好
、
喫

食
状
況
等
を
個
人
ご
と
に
把
握
し
、
食
べ

や
す
い
食
事
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
で
き
る
限
り
手
作
り
で
調
理

し
、
保
温
食
器
の
利
用
、
夕
食
の
六
時
配

膳
等
を
行
い
、
適

温
適
時
給
食
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
指
導
は
、

外
来
指
導
室
に
て
、

患
者
さ
ん
自
身
の

食
生
活
に
添
っ
た

内
容
で
、
個
人
指

導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
集
団
指
導
と

し
て
は
、
糖
尿
病

教
室
、
母
親
学
級

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
健

康
維
持
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
事
務
管
理
の
簡

素
化
を
図
り
、
患
者
さ
ん
の
多
様
な
要
望

に
対
応
す
る
た
め
、
選
択
メ
ニ
ュ
ー
の
実

施
、
病
棟
指
導
の
充
実
を
目
標
に
チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
の
栄
養
科
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
健
康
志
向
の
高
ま
る
中
で
、
食
に
対
す

る
関
心
も
ま
す
ま
す
深
ま
る
今
日
、
治
療

の
た
め
の
食
事
で
あ
る
事
を
基
本
に
、
患

者
さ
ん
に
少
し
で
も
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
給
食
と
な
る
よ
う
栄
養
科
一
同
、
質
の

向
上
に
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

職場拝見職場拝見職場拝見職場拝見職場拝見４４４４４
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も
し
皆
さ
ん
が
病
気
に
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
入
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も
し

く
は
定
期
的
に
通
院
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
不
安

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
「
治
る
の
だ
ろ
う

か
」 

「
長
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ

た
病
状
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
「
仕
事
は

ど
う
し
よ
う
」
「
家
庭
は
ど
う
し
よ
う
」

「
医
療
費
は
支
払
え
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
っ
た
生
活
に
関
す
る
様
々
な
不
安
も
生

じ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

『医療相談室です』
～　医療相談室　～

　
こ
れ
ら
の
不
安
や
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
少
し
で
も
早
く
に
解
決
を
し
て
、

安
心
し
た
療
養
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
仕
事
で
す
。

　

医療相談室

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

　勝田　美樹

主
な
相
談
内
容

　
一
．
経
済
的
問
題
の
解
決
、
調
整

　
　
　
援
助

　
二
．
療
養
中
の
心
理
的
・
社
会
的

　
　
　
問
題
の
解
決
、
調
整
援
助

　
三
．
受
診
・
受
療
援
助

　
四
．
退
院
（
社
会
復
帰
）
援
助

　
五
． 
地
域
活
動
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
厚
生
省
「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
　
　
業
務
指
針
」
よ
り
（
平
成
元
年
）

　
「
父
が
ガ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
生
活
ど
う
し
よ
う
。」
　 

「
妻
が

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
一
人

で
は
と
て
も
看
ら
れ
な
い
。
」
と
、
問
題
は

突
然
発
生
し
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
生

活
、
将
来
を
も
脅
か
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
　
当
院
で
は
、
医
師
、
看
護
婦
、
事
務
職

員
等
か
ら
も
早
期
の
問
題
発
見
に
よ
る
紹

介
依
頼
が
な
さ
れ
、
解
決
に
向
け
て
の
連

携
体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
院
に
対
す
る
苦
情
、
不
満
、
疑

問
、
要
望
等
に
対
し
て
、
何
で
も
お
話
し

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
「
な
ん
で
も
相
談

室
」
と
し
て
の
機
能
も
担
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

職場拝見職場拝見職場拝見職場拝見職場拝見５５５５５
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M
Q
I

推
進
委
員
（
企
画
情
報
推
進
室
）
　
古
市
　
英
俊

医医医医医
療療療療療
ののののの
質質質質質
向向向向向
上上上上上
活活活活活
動動動動動
ににににに
つつつつつ
いいいいい
ててててて

　
当
院
の
、
医
療
の
質
の
向
上
（M

Q
I
 
=

M
e
d
i
c
a
l
 
Q
u
a
l
i
t
y
 
I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t

）
活

動
は
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）
に
始

ま
り
、
本
年
で
五
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

全
部
署
、
組
織
を
あ
げ
て
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
推
進
・
運
営
は
、MQ

I

推
進
委
員

会
（
委
員
長
・
高
原
哲
也
（
外
科
医
師
）
）

を
中
心
に
し
て
、
医
師
三
名
、
看
護
婦
四

名
、
技
師
三
名
、
薬
剤
師
一
名
、
事
務
員

三
名
の
計
十
四
名
で
行
わ
れ
、
活
動
の
進

捗
管
理
、
支
援
・
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
活
動
チ
ー
ム
は
、
職
種
横
断
的
に
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
十
四
～
十
六
チ
ー

ム
が
活
動
し
、
こ
れ
ま
で
の
四
年
間
で
約

六
十
チ
ー
ム
が
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
本
年
も
、
医
師
を
主
体
と
し
た
二

チ
ー
ム
を
含
む
十
五
の
チ
ー
ム
が
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
テ
ー
マ
は
、
顧
客
満
足
、
業
務

の
効
率
化
、
医
療
事
故
の
未
然
防
止
、
診

療
の
標
準
化
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な

ど
、
い
づ
れ
も
医
療
の
質
の
向
上
を
実
現

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
報
告
は
、「M

Q
I

発
表

大
会
」
と
し
て
、
例
年
十
一
月
下
旬
～
十

二
月
の
土
曜
日
に
練
馬
区
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
練
馬
区
長
、

医
師
会
長
、
区
民
、
そ
し
て
外
部
の
病
院

や
研
究
者
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
本
活
動
は
、
近
年
外
部
か
ら
の
反
響

も
多
く
、
海
外
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入

れ
（
通
産
省
や
厚
生
省
の
外
郭
団
体
主
催

の
品
質
管
理
研
修
の
一
環
）
や
企
業
の
品

質
管
理
活
動
で
の
事
例
発
表
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
活
動
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
実

績
が
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
本
年
の
発
表
大
会
は
、
十
二
月
十
六
日

（
土
）
一
時
か
ら
練
馬
区
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
院
内
の
掲
示
ま
た
は
、
当

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ( http://w

w
w.nerim

a-
hosp.or.jp

)

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
職
員
一
同

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

NoNoNoNo 活動主体部署活動主体部署活動主体部署活動主体部署 活動テーマ活動テーマ活動テーマ活動テーマ
担当医師担当医師担当医師担当医師
（科）（科）（科）（科）

1 ３階病棟 薬剤（注射・内服・外用）の安全な管理を徹底する
斎藤　和明
（産婦人科）

2 ４階病棟 検査・処置の業務手順を標準化し、安全で確実な業務を行う
伊藤　康博
（外科）

3 ５階病棟 泌尿器科症例をパスを活用してより確実な業務にする
増田愛一郎
（泌尿器科）

4 ６階病棟 患者さんの転棟やベッドからの転落を未然に防ぐ
鳥浜　慶嗣
（内科）

5 手術室 みんなで安心物品管理
夏　　錦言
（外科）

6 外来 外来カルテ内ファイリングの標準化
柳川　達生
（内科）

7 医事課 カルテ管理の標準化
大塚　知子
（皮膚科）

8 検査科 夜間、休日緊急検査を円滑に行えるようにする
柳川　達生
（内科）

9 放射線科 血管造影・ＴＡＥ・ＴＡＩﾊﾟｽの再評価
菊池嘉一郎
（外科）

10 栄養科 衛生的で、安全な調理を確立する
大塚　知子
（皮膚科）

11 事務部 事務関係書類の一貫した文書管理を実現する
飛騨　　進
（整形外科）

12 節約委員会
自分に厳しく、環境にやさしく
～医療廃棄物の更なる分別強化を目指して～

和泉　達也
（皮膚科）

13 接遇委員会 院内の接遇の指針をつくり、接遇の向上をはかる
増田愛一郎
（泌尿器科）

14 救急委員会 当院の救急医療システムを整備する
柳川　達生
（内科）

15 保険委員会 保険診療を確実にする
清水　謙一
（産婦人科）

第５回ＭＱＩ活動　活動テーマ一覧第５回ＭＱＩ活動　活動テーマ一覧第５回ＭＱＩ活動　活動テーマ一覧第５回ＭＱＩ活動　活動テーマ一覧
統一主題：「標準化」統一主題：「標準化」統一主題：「標準化」統一主題：「標準化」

MM MMM
edical 
edical 
edical 
edical 
edical QQ QQQ

uality 
uality 
uality 
uality 
uality II III m

provem
ent

m
provem

ent
m

provem
ent

m
provem

ent
m

provem
ent



9　ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　37号

絵の寄贈を受けました

　
ご
主
人
が
在
宅
医
療
の
患
者
で
も
あ
っ

た
、
飛
鳥
山
商
事 

高
橋 

和
子
様
よ
り
絵

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

唐
沢
政
道
画
伯
が
パ
ス
テ
ル
で
書
か
れ
た

紫
陽
花
の
花
で
と
て
も
優
し
い
感
じ
の
絵

で
す
。

 

多
く
の
患
者
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
一
階
の
外
科
外
来
の
前
に
展
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
絵
を
展

示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
外
来
の
雰
囲
気
が

明
る
く
な
っ
た
と
多
く
の
患
者
さ
ん
か
ら

お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
練
馬
区
・
中
野
区
・
杉
並
区
に
お
住
ま

い
の
方
対
象
に
、
九
月
一
日
か
ら
十
一
月

三
十
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
終
了
間
際
は
、
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま

す
。
　　
＊
高
齢
者
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
（
六
十
四
歳
以
上
の
方
）

　　
＊
成
人
健
康
診
査

　
　
　
　
　
（
三
十
～
六
十
三
歳
の
方
）

詳
し
く
は
、
お
電
話
ま
た
は
、
一
階
受
付

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
　

　
院
内
全
館
禁
煙
の

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い

　
生
活
習
慣
病
健
康
診
査

　（
高
齢
者
・
成
人
健
康
診
査
）

　
皆
さ
ま
の
ご
意
見
の
中
で
、
院
内
を
禁

煙
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
以
前
よ
り

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
検
討
の
結
果
、
十
月
一
日
か
ら
、
病
院

内
全
館
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
喫
煙
場
所
は
、
一
階
正
面
玄
関
入
口
横

に
喫
煙
所
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
狭
い
の

で
交
代
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
自
転
車
置
き
場

　
　
　
移
動
の
お
知
ら
せ

　
喫
煙
所
設
置
に
と
も
な
い
、
正
面
玄
関

入
口
横
の
自
転
車
置
き
場
が
一
部
移
動
に

な
り
ま
し
た
。

　
工
事
等
で
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

★
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「
東
京
二
十
三
区
西
部
を
震
源
と
す
る

都
市
直
下
型
地
震
が
発
生
、
練
馬
区
で
は

震
度
六
を
記
録
し
た
」
、
と
い
う
想
定
で

九
月
十
日
（
日
）
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
練
馬
区
主
催
の
傷
病
者
受
入
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
院
が
後
方
医
療
機
関
と
し
て
、
開
進

第
三
中
学
校
に
設
置
さ
れ
た
医
療
救
護
所

よ
り
搬
送
さ
れ
た
多
数
の
障
害
者
の
受
入

訓
練
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
た
、
ビ
ッ
グ
テ
ン

ト
を
利
用
し
て
、
救
急
車
等
で
搬
送
さ
れ

た
傷
病
者
の
処
置
を
行
い
ま
し
た
。

平成12年度　

自衛消防隊審査会に参加

　
毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
自
衛
消
防
審
査

会
参
加
を
兼
ね
て
、
当
院
で
は
男
子
職
員

三
名
を
自
衛
消
防
隊
員
と
し
て
出
場
さ
せ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
猛
暑
の
中
、
練
馬
消
防
署
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
毎
日
訓
練
を
行
い
、
審

査
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
審
査
会
は
、
九
月
二
十
日
（
水
）
に
練

馬
総
合
運
動
場
少
年
野
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
審
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

＊
き
び
き
び
し
た
行
動
と
大
き
な
声
、

＊
適
正
な
器
具
操
作
要
領

＊
指
揮
者
の
操
作
は
じ
め
の
「
め
」
か
ら

「
標
的
」
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
を
審

査
し
ま
す
。
審
査
会
で
の
結
果
は
、
残
念

な
が
ら
入
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
ま
け
な
い

大
き
な
声
で
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　

　
自
分
の
病
院
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
意
識
の
も
と
に
、
当
院
の
男
子
職
員
は

自
衛
消
防
隊
に
全
員
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
を

基
本
に
、
院
内
の
巡
視

や
当
直
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
安
心

い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

練馬区傷病者受入訓練

を実施

　
ま
た
、
練
馬
区
医
師
会
の
防
災
無
線
を

使
っ
た
訓
練
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
有
事
の
際
に
は
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役

に
た
て
る
よ
う
に

日
頃
か
ら
準
備
を

し
て
い
ま
す
が
、

防
災
機
器
、
医
療

セ
ッ
ト
等
を
こ
の

よ
う
な
訓
練
を
通

し
て
、
再
度
確
認

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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●気管支喘息治療薬

　　　　　吸入薬について●

～　その目的・正しい使用方法　～

ⅠⅠⅠⅠⅠ
　　　　　
予予予予予
防防防防防
維維維維維
持持持持持
薬薬薬薬薬
　　　　　
　

　
こ
の
薬
は
、
喘
息
発
作
を
予
防
す
る
吸

入
薬
で
す
。
す
で
に
起
き
て
し
ま
っ
た
発
作

を
速
や
か
に
し
ず
め
る
薬
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
毎
日
規
則
正
し
く
、
指
示
通
り
定
期

的
に
吸
入
し
て
く
だ
さ
い
。

  

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
　
　

       

ア
ル
デ
シ
ン

　
　
　フ
ル
タ
イ
ド
１
０
０ 

　
ロ
タ
デ
ィ
ス
ク

ⅡⅡⅡⅡⅡ
　　　　　
対対対対対
症症症症症
救救救救救
急急急急急
薬薬薬薬薬
　
　
　

　
こ
の
薬
は
、
気
管
支
を
拡
げ
て
呼
吸
を

楽
に
す
る
吸
入
薬
で
す
。
使
い
す
ぎ
る
と

心
臓
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
使
用
が
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
効
果
が
悪
い
場
合
は
、
病
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

  

交
感
神
経
β
２
刺
激
剤

　
　
　
ベ
ロ
テ
ッ
ク
　
エ
ロ
ゾ
ル
１
０
０
       

メ
プ
チ
ン
　
エ
ア
ー

       

ス
ト
メ
リ
ン
Ｄ

       

ベ
ネ
ト
リ
ン

　
　

     

定定定定定
量量量量量
噴噴噴噴噴
霧霧霧霧霧
式式式式式
ネネネネネ
ブブブブブ
ラララララ
イイイイイ
ザザザザザ
ーーーーー

（（（（（
ハハハハハ
ンンンンン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドドドドド
ネネネネネ
ブブブブブ
ラララララ
イイイイイ
ザザザザザ
ーーーーー
）））））
　　　　　
使使使使使
用用用用用
上上上上上
ののののの
注注注注注
意意意意意

 

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

・
ス
ペ
ー
サ
ー
・
デ
ィ
ス
ク

装
着
吸
入
器
の
使
用
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
説
明
書
を
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
主
治
医
、
ま
た
は
薬
剤

師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

　
気
管
支
喘
息
治
療
吸
入
剤
は
、
細
か
い

粒
子
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）
に
し
た
薬
を
気
道

へ
直
接
投
与
し
ま
す
の
で
、
少
量
で
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
正
し
く
使
用
す
れ
ば
、
全
身
へ
移
行
す

る
量
も
少
な
く
、
副
作
用
も
少
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
必
ず
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

  

①①①①①
ハ
ン
ド
ネ
ブ 

ラ

イ
ザ
ー
の
キ
ャ
ッ
プ

を
は
ず
し
、
よ
く

振
る
。

 
 

②②②②②
逆
立
て
て
持

ち
、
吸
入
口
を
唇

か
ら
四
㎝
程
度
離

す
。
　　　　　
③③③③③
呼
吸
を
整
え

て
、
息
を
普
通
に

吐
き
出
す
。

④④④④④
息
の
吸
い
始
め
に
強
く
ひ
と
押
し
し
て
、

口
を
大
き
く
開
け
て
外
の
空
気
と
一
緒
に

五
～
六
秒
か
け
ゆ
っ
く
り
吸
い
込
む
。
こ
の

方
法
が
難
し
け
れ
ば
、
吸
入
口
を
軽
く
口

に
く
わ
え
て
吸
い
込
む
。

⑤⑤⑤⑤⑤
吸
入
後
で
き
る
な
ら
十
秒
間
、
あ
る
い
は

苦
し
く
な
い
程
度
、

息
を
こ
ら
え
た
後
、

ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
出
す
。

⑥⑥⑥⑥⑥
成
人
一
回
二
吸
入
の
指
示
の
時
は
、 

②

～
⑤
の
手
順
を
繰
り
返
す
。

⑦⑦⑦⑦⑦ 

使
用
後
は
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
を
締
め
て
く
だ

さ
い
。

⑧⑧⑧⑧⑧
吸
入
終
了
後
は
、
う
が
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。

⑨⑨⑨⑨⑨
追
加
吸
入
を
す
る
場
合
は
、
少
な
く
と

も
三
分
は
間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。
各
薬

剤
で
制
限
量
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
説

明
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
～
③
　
Ａ
と
同
じ

④
ス
ペ
ー
サ
ー
を
セ
ッ
ト
し
、
吸
入
口
を
し
っ

か
り
口
に
く
わ
え
、
強
く
ひ
と
押
し
す
る
。

ゆ
っ
く
り
と
息
を
吸
い
、
少
し
息
を
止
め
た

後
、
ゆ
っ
く
り
と
吐
き
出
す
。
こ
の
操
作
を

二
～
三
回
繰
り
返
す
。
（
ス
ペ
ー
サ
ー
に
よ

り
使
用
法
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

⑤
～
⑨
　
Ａ
と
同
じ

Ａ
・
吸
入
補
助
器
を
使
用
し
な
い
場
合合合合合

　
　
Ｃ
・
フ
ル
タ
イ
ド
１
０
０　
ロ
タ
デ
ィ
ス
ク
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

使
用
上
の
注
意

　　
薬
は
、
円
盤
状
の
デ
ィ
ス
ク
に
粉
状
の
薬

が
包
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
用
の
吸
入
器
に

装
着
し
て
使
用
し

ま
す
が
、
噴
霧
式

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吸
入
口
を
口
に
く

わ
え
、
は
や
く
息

を
吸
い
込
み
使
用

し
ま
す
。
吸
入
終

了
後
は
、
う
が
い
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
Ｂ
・
吸
入
補
助
器

（
ス
ペ
ー
サ
ー
）を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
す
る
場
合
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●当院の高齢者・

　　　　成人病健康診査●

～ 臨床検査室から ～

　

　
健
診
は
、
種
々
の
検
査
を
総
合
し
て
受

診
者
の
健
康
状
態
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か

を
確
認
し
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
を
早

期
発
見
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
健
診
は
、
健
康
度
を
増
進
さ
せ
る
事
、

発
症
を
減
ら
す
事
、
即
ち
一
次
予
防
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
当
院
で
は
す
べ
て
の
検
査
が
そ
の
日
の

う
ち
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
・
成
人

病
健
康
診
査
の
検
査
順
序
は
、
採
尿
、
血

圧
測
定
、
採
血
、
眼
底
写
真
、
身
長
・
体

重
測
定
、
心
電
図
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
の
順
に
行
わ
れ
ま
す
。
眼
底
写
真
は
、

　
各
検
査
が
基
準
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
た
の
か
を
わ
か
り
や
す
く
見

て
い
た
だ
く
た
め
に
「
要
指
導
」
は
受
診

票
の
検
査
項
目
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引

き
、
「
要
医
療
」
は
○
で
囲
ん
で
あ
り
ま

す
。
各
検
査
結
果
を
見
る
際
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
当
院
で
高
齢
者
・
成
人
病
健
康
診
査
を

受
診
し
、
結
果
の
説
明
を
受
け
た
全
員
の

（
表
①
）

片
眼
の
み
の
撮
影
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
診
に
お
け
る
眼
底
写
真
は
、
動
脈
硬

化
や
高
血
圧
性
変
化
の
有
無
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
目
的
と
し
て
お
り
、
成
人
病
の

早
期
発
見
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
瞳
孔
径
が
小
さ
い
方
は
目
の
奥
ま
で

光
が
届
か
な
い
た
め
、
無
散
瞳
カ
メ
ラ
で

は
撮
影
で
き
ま
せ
ん
。
白
内
障
、
角
膜
混

濁
に
よ
っ
て
眼
底
の
血
管
が
は
っ
き
り
写

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
・
成
人
病
健
診
で
は
各
検
査
の

結
果
に
対
し
「
要
指
導
」
や
「
要
医
療
」
と

い
っ
た
判
定
が
さ
れ
ま
す
。
昨
年
のM

Q
I

活
動
（
医
療
の
質
向
上
活
動
）
に
お
い
て
、

「
高
齢
者
健
診
判
断
基
準
書
」
を
作
り
ま

し
た
。「
要
指
導
」
と
「
要
医
療
」
の
区
別

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
精
査
実
施
や

指
導
に
つ
い
て
も
基
準
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
基
準
に
則
っ
た
指

導
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
血
圧
の
判
断
基
準
は
今
年
度

よ
り
、
「
老
年
者
の
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
‐1

9
9
9

年
改
訂
版
」
に
則
っ
て
基

準
値
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
二
階
検
査

科
血
圧
測
定
器
の
前
に
表
が
貼
付
さ
れ
て

い
ま
す
（
表
①
）
。
自
動
血
圧
測
定
器
で
基

高齢者健診受診者のみなさんへ
高齢者高血圧における治療対象血圧値は次のよう高齢者高血圧における治療対象血圧値は次のよう高齢者高血圧における治療対象血圧値は次のよう高齢者高血圧における治療対象血圧値は次のよう
になっておりますになっておりますになっておりますになっております

最大血圧最大血圧最大血圧最大血圧

最小血圧最小血圧最小血圧最小血圧

６０歳代６０歳代６０歳代６０歳代

１４０以上１４０以上１４０以上１４０以上

９０以上９０以上９０以上９０以上

７０歳以上７０歳以上７０歳以上７０歳以上

１６０以上１６０以上１６０以上１６０以上

この数値はあくまでも標準的な治療方針を示しているものであ
り、実際の診療ではこれを念頭において個別に対処する必要
があります。

練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院練馬総合病院

準
値
を
超
え
た
値
の
場
合
は
、
結
果
説
明

時
に
再
測
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。
　

方
に
「
健
診
結
果
の
見
方
」
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
各
検
査
項
目
の
概
要

（
何
の
検
査
か
）
、
当
院
の
参
考
基
準
値
、

「
要
指
導
」「
要
医
療
」
の
際
の
注
意
点
等

が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
要
指
導
」「
要
医
療
」
の

項
目
の
あ
る
方
々
に
は
医
師
に
よ
る
説
明

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
結

果
説
明
用
紙
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
そ
の
項
目
の
当
院
の
基
準
値
、

疑
わ
れ
る
疾
患
、
生
活
上
の
注
意
点
等
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
要
医
療
」
の
結
果
の
方
で
、
精

査
が
必
要
な
場
合
に
は
、
迅
速
に
再
検
査

が
行
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
で
行
わ
れ
て
い
る
糖
尿
病

教
室
の
受
講
、
栄
養
相
談
な
ど
も
勧
め
て

お
り
、
成
人
病
予
防
の
た
め
の
生
活
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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●糖尿病と

　　運動について●

　きのこサラダ

材料： （ １人分：34キロカロリー　塩分0.6 ｇ ）  　　

生しいたけ・しめじ・エノキダケ 　 各４０ g

赤ピーマン　　２０ｇ　　　

白ワイン　　大さじ１

サラダ油　  大さじ1/2

塩　 小さじ1/4

こしょう　　少量

次
回
は

「
糖
尿
病
と
薬
に
つ
い
て
」
で
す
。

作り方 ：　

　① しいたけは４つに切る。 しめじはほぐします。

エノキは半分に切ります。

赤ピーマンは角切りにします。

　

　② 鍋に①を入れ、 ワインをふり蒸し煮にします。

　

　③ ａを混ぜ合わせ②を合えます。

　
糖
尿
病
の
人
に
と
っ
て
、
食
事
療
法
と

と
も
に
か
か
せ
な
い
の
が
、
運
動
療
法
で

す
。
　
筋
肉
に
は
、
多
く
の
ブ
ド
ウ
糖
が
グ
リ

コ
ー
ゲ
ン
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
筋
肉
中

の
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
が
消
費
さ
れ
、
同
時
に

血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
筋
肉
内
に
取
り
込
ま

れ
血
糖
が
下
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
運
動
自

体
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
の
増
加
に
よ

り
、
イ
ン
ス
リ
ン
作
用
が
良
く
な
る
の

で
、
い
っ
そ
う
血
糖
は
下
が
り
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

 

良
い
こ
と
ず
く
め
の
運
動
で
も
、
や
り

方
を
間
違
え
る
と
、
効
果
が
上
が
ら
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
か
え
っ
て
症
状
を
悪
化

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
運
動

を
始
め
る
と
き
は
、
必
ず
主
治
医
と
相
談

し
、
自
分
に
適
し
た
運
動
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
糖
尿
病
の
運
動
療
法
の
基
本
は
、
毎
日

無
理
な
く
行
う
こ
と
と
、
一
定
時
間
持
続

す
る
運
動
を
す
る
こ
と
で
す
。
で
き
れ

ば
、
血
糖
が
高
く
な
る
時
間
帯
の
食
後
一

時
間
ぐ
ら
い
が
最
も
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
血
糖
値
が
下
が
り
始
め
る
の
は
、
運

動
を
始
め
て
か
ら
十
分
後
ぐ
ら
い
で
す
の

で
、
少
な
く
と
も
二
十
～
三
十
分
間
は
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
早
足
歩
き
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
水
泳
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
な
ど
の

「
有
酸
素
運
動
」
が
効
果
的
で
す
。
も
っ
と

も
気
楽
に
始
め
ら
れ
る
の
は
、
歩
く
こ
と

で
す
。
ま
ず
一
日
二
回
、
三
十
分
の
早
歩

き
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
一
日

百
六
十ｷﾛｶﾛﾘｰ

ぐ
ら
い
が
合
併
症
の
予
防

ａ

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
歩
行
（8
0
m
/

分
）
で
四
十
五
～
五
十

分
、
ゆ
っ
く
り
走
っ
た
場
合
（1

5
0
m

／
分
）

で
十
五
～
二
十
分
の
運
動
量
に
相
当
し
ま

す
。

 

自
分
に
適
し
た
運
動
の
程
度
は
、
脈
拍

数
で
判
断
で
き
ま
す
。
六
十
歳
代
で
一
分

間
に
百
二
十
、
五
十
歳
代
は
百
二
十
五
、

四
十
歳
代
は
百
三
十
、
三
十
歳
・
二
十
歳

代
は
百
三
十
五
ま
で
の
脈
拍
数
を
目
安
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
運
動
療
法
は
、
食
事
療
法
と
と
も
に
、

継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
無
理
な
く
で
き
る

運
動
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
、
重
要
で

す
。
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ＱＱＱＱＱ
．．．．．
帯
状
疱
疹
に
か
か
り
現
在
治
療

中
な
の
で
す
が
、
背
部
に
帯
状
に
で
き

て
い
た
水
疱
も
乾
燥
し
、
大
部
分
痛
み

も
和
ら
い
で
き
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か

完
全
に
痛
み
が
と
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
痛
み
が
続
い
た
り
、
繰
り
返
し
再
発

す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
完
治

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
生
活
上
の
注

意
点
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　
　
　
　
五五五五五
十十十十十
三三三三三
才才才才才
　　　　　
　　　　　
練練練練練
馬馬馬馬馬
区区区区区
　　　　　
女女女女女
性性性性性

　

　こここここのののののコココココーーーーーナナナナナーーーーーでででででははははは皆皆皆皆皆様様様様様かかかかかららららら寄寄寄寄寄せせせせせららららられれれれれたたたたた病病病病病気気気気気ややややや

健健健健健康康康康康なななななどどどどどののののの質質質質質問問問問問 ・・・・・疑疑疑疑疑問問問問問ににににに、、、、、 そそそそそれれれれれぞぞぞぞぞれれれれれががががが専専専専専門門門門門ののののの

立立立立立場場場場場かかかかからららららおおおおお答答答答答えええええいいいいいたたたたたしししししままままますすすすす。。。。。

質問・疑問などは・ ・ ・

当院広報委員会に郵送、 またはe-mail されるか、

院内ご意見箱にご投函ください。

　　　　　
ＡＡＡＡＡ
．．．．．
帯
状
疱
疹
は
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、
水
ぼ
う
そ
う
を

し
た
人
な
ら
誰
で
も
体
内
に
持
っ
て
お
り
、

そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け
（
免
疫

力
が
低
下
し
た
と
き
）
で
出
現
す
る
病
気
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
一
度
か
か
る
と
免

疫
が
で
き
て
二
度
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
治
療
で
大
事
な
こ
と
は
、
何
よ
り
早
期

発
見
早
期
治
療
で
す
。
皮
膚
に
で
き
た
水

疱
は
時
間
が
た
て
ば
治
り
ま
す
が
、
治
療

が
遅
れ
る
と
、
帯
状
疱
疹
後
の
神
経
痛
が

残
り
、
高
齢
者
ほ
ど
症
状
が
長
引
く
事
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
重
症
の
場
合
は
、
神
経
の
変
性
を
お
起

こ
し
、
麻
痺
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
に
は
、
内
服
、
外
用
、

注
射
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
が
あ
り
ま

す
。
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
法
が
必
要
で

す
の
で
、
皮
膚
科
医
師
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
日
常
生
活
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
事

は
、
患
部
を
冷
や
さ
な
い
こ
と
で
す
。
冷
房

の
か
け
す
ぎ
に
は
注
意
し
、
お
風
呂
に
ゆ
っ

く
り
入
っ
て
体
を
温
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
皮
膚
科
医
師
　
　
大
塚
知
子

　　　　　
ＱＱＱＱＱ
．．．．．
一
年
ほ
ど
前
か
ら
、
頻
繁
に
ガ

ス
が
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
便
秘
を
し
て
い
る
せ
い
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
一

日
十
回
位
、
特
に
食
後
す
ぐ
か
ら
三
時

間
以
内
に
出
ま
す
。
便
秘
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
毎
日
排
便
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
が
、
腸
の
病
気
で
は
な
い
か

と
心
配
で
す
。

　
　
　
　
　
三三三三三
十十十十十
九九九九九
才才才才才
　　　　　
　　　　　
埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉
県県県県県
　　　　　
男男男男男
性性性性性

　　　　　
ＡＡＡＡＡ
．．．．．
お
な
ら
は
、
食
物
を
飲
み
込
む

と
き
に
一
緒
に
胃
の
中
に
入
っ
た
空
気
と
腸

内
で
発
生
し
た
ガ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

腸
内
で
は
細
菌
に
よ
り
内
容
物
が
分
解
さ

れ
る
と
き
に
ガ
ス
が
発
生
し
ま
す
が
、
特
に

肉
類
や
卵
を
多
く
食
べ
る
と
悪
臭
が
強
く

な
り
ま
す
。
腸
内
の
細
菌
に
よ
り
生
産
さ

れ
た
ガ
ス
の
割
合
が
多
い
と
臭
い
お
な
ら
が

出
て
、
食
物
を
飲
み
込
む
と
き
に
一
緒
に

入
っ
た
空
気
の
割
合
が
多
い
と
あ
ま
り
に
お

い
ま
せ
ん
。
お
な
ら
が
多
い
と
い
う
方
の
多

く
は
、
早
食
い
な
ど
で
多
量
の
空
気
を
飲

み
込
ん
で
い
る
場
合
で
、
あ
ま
り
に
お
い
ま

せ
ん
。

　
お
な
ら
が
多
く
出
る
病
気
と
し
て
は
、
過

敏
性
腸
症
候
群
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
体

質
や
心
理
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
腸
の
働
き
が

異
常
に
な
る
も
の
で
、
下
痢
や
便
秘
を
繰

り
返
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
お
な
ら

が
多
い
と
い
う
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
癌
な
ど
の
悪
性
疾
患
が
原
因
で
お
な

ら
が
多
い
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
食
事
の
際
は
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
で
も
お
な

ら
が
多
く
、
心
配
で
し
た
ら
内
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
内
科
医
師
　
　
豊
田
　
丈
夫
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お待ちして
　　おります

　広報委員会では当院に対する皆さまからの
ご意見・ご要望など（何でも結構です）をお待
ちしております。
　院内に設置してありますご意見箱にお入れ
になるか、またはe-mailをお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞー ﾀ横
　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口ﾎｰﾙ

次号は、第３８号　平成１３年１月１日発行です。

連絡先　 Tel 03-3972-1001      Fax 03-3972-1031
　　　　　　　E-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　URL : http://www.nerima-hosp.or.jp

　夏の異常な猛暑も過ぎ去り、日一日と秋の気配が色濃く

なってきました。スポーツ、読書、食欲の秋です。また、自分

の体をチェックする季節ともいえます。

　健診を受けて、より一層充実した季節を過ごしたいものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ・O


